
何年もかかって
ついに「桃太郎」ならぬ「バス太郎」が完成しました。

助手も大喜びです。
「博士！天才！打ち上げは、トンカツが食べたいです」

なんねん

ももたろう たろう かんせい

じょしゅ おおよろこ

はかせ てんさい う あ た

博士は感無量の表情で、
バス太郎の起動スイッチを勢いよく押しました。
「スイッチ、オン‼」 （降車ボタンのようなスイッチ）

はかせ かんむりょう ひょうじょう

たろう きどう いきお お

こうしゃ


